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第 5 章では，非点収差法を用いた焦点誤差検出素子について検討し，従来 3 枚の球面レンズで構成されていた光学
系を，片面回転対称非球面，片面トーリック面の単レンズで達成している。同時にテレフォト光学系を採用すること
で，光学系全長が焦点距離の40% という小型化を実現している。
第 6 章では，半導体レーザの波長シフトによる焦点ず、れを解消する回折・屈折ハイブリ V ド塑の色収差補正レンズ
を提案しその設計例を示している。さらに，ダイヤモンドバイトの先端形状によって生じる回折素子の形状劣化を計
算し，色収差補正度合いと回折効率の関係を明らかにしている。





























(6) CCD と DVD の基材厚みの相違による互換再生の問題を解決するために，回折型レンズを非球面に一体化した 2
焦点レンズを提案している。またレンズの持つコマ収差を補正するためのあおり調整角度を一致させる設計検討を試
み，レンズ第 1 面側に回折素子を一体化することで解決できることを示している。さらに回折素子で発生する不要因
折光による迷光を解析し，問題となる 2 次回折光を低減する回折格子形状を実現している。
以上のように，本論文は，回折限界の性能を必要とする光ディスク半導体レーザ光学系に非球面技術を適用した新
しいレンズ設計法および評価技術を提案し，具体的な設計・試作例を通してその有効性及び実用性を示したもので，
光学および光工学の発展に寄与するところが大きしユ。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
